
令和６年11月

能勢町教育委員会

１．調査の目的

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２．調査実施日　令和６年４月18日（木）

３．調査対象　　能勢町立能勢ささゆり学園　６年生及び９年生

４．調査事項及び内容

　(1)　教科に関する調査　  

　 ６年生：「国語」「算数」

９年生：「国語」「数学」

　(2)　生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

５．能勢町の参加状況

　　▸６年生実施児童数　46人

          ※集計対象児童数　全国；947,364人　大阪；64,339人

　　▸９年生実施生徒数　40人

          ※集計対象生徒数　全国；875,574人　大阪；58,727人

６．公表に当たって

令和６年度　全国学力・学習状況調査

能勢町の結果概要について

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把
　握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

※後期課程の生徒質問紙調査は、MEXCBT（メクビット）システムを利用し、タブレッ
ト端末より回答した。能勢ささゆり学園では、４月15日（月）に実施している。

○本調査により測定できるのは、学力や学習状況、生活状況の特定の一部であることに留意する必
　要がある。

○本町は義務教育学校１校であるため、学力における調査結果の明確な数値による公表は行わない。
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７．調査結果概要

①平均正答率の府・国との比較  

※大阪府比・全国比は、±５ポイント未満は「同等」、５ポイント以上上回る場合は「上回る」、

５ポイント以上下回る場合は「課題がある」と表記

区　分

教　科 国語 算数 国語 数学

大阪府比 同等 課題がある 課題がある 課題がある

全 国 比 課題がある 課題がある 課題がある 課題がある

②平均正答率の国との比較

※全国の平均正答率を１としたときの本町各教科平均正答率の推移

・６年生　算数　経年変化

・６年生　国語　経年変化

６年生 ９年生

0.50

1.00

R1 R3 R4 R5 R6

能勢町 ６年生 国語

0.50

1.00

R1 R3 R4 R5 R6

能勢町 ６年生 算数
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・９年生　国語　経年変化

・９年生　数学　経年変化

６年生

○国語・算数において全

国平均に達していない。

９年生

○国語・数学において全

国平均に達していない。

0.50

1.00

R1 R3 R4 R5 R6

能勢町 ９年生 国語

0.50

1.00

R1 R3 R4 R5 R6

能勢町 ９年生 数学
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③国語における学習指導要領の内容の平均正答率の状況（％）

【　　　；６年生、　　　；９年生、　　　；全国】

・６年生　国語

・９年生　国語

○いずれの領域も全国と同等の正答率であった。情報の取り扱いに関する事項において全国を上

回った。

○領域ごとの正答率の大きな差は見られなかった。

〇「言葉の特徴や使い方に関する事項」の中で、漢字の書き取りの設問と、短歌の表現技法を問わ

れた設問の正答率が低かった。

○情報の扱い方や我が国の言語文化に関する事項についての設問では、全国よりも高い正答率と

なっていた。

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

Ａ 話すこと・聞くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

Ａ 話すこと・聞くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと
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④算数・数学における学習指導要領の領域の平均正答率の状況（％）

・６年生　算数

・９年生　数学

○全ての領域において全国、府の平均正答率を下回った。

○特に「A 数と式」に大きな課題が見られた。大問１，２の短答式の問題では正答率に10ポイ

ント以上の差が見られ、「等式6x+2y=1をyについて解く」設問では、全国・府と12ポイントの

差があった。

○全ての領域において全国、府の平均正答率を下回った。

〇特に「A 数と計算」「B 図形」の設問に課題が見られ、問題形式としては「選択式」の正

答率が低かった。

Ａ 数と計算

Ｂ 図形

Ｃ 変化と関係

Ｄ データの活用

Ａ 数と式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ データの活用
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⑤通過率（％）の状況

　通過率とは、「全国学力・学習状況調査において全国平均正答率70％以上の問題について当該

問題における自校の平均正答率が70％以上を通過とし、当該問題のうち、何問通過しているかを

割合で表したもの」である。              

教科 R４ R５

国　語 75 43 43 3問 / 7問中

算　数 66 71 57 4問 / 7問中

国　語 88 63 100 3問 / 3問中

数　学 25 100 60 3問 / 5問中

⑥課題が見られた設問

6年生　国語

▸漢字の書きに関する問題

正答 競 技

　→以下の設問から見えてきた課題の詳細や分析については、⑧にまとめて記載する。

R6

▸資料を活用し、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる問題

６年生

９年生
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▸目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫できるかをみる問題

〔正　答〕（１）３

　　　　　（２）２

※　大問３三の設問も同様の出題であり、共に課題が見られた。

３
つ
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
し
た
も
の
が
正
答
と
な
る
。
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6年生　算数

▸除数が小数である除法の、除数と商の大きさの関係を理解しているかどうかをみる問題
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▸直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理解しているかどうかをみる問題
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９年生　国語

▸話題や展開を捉え、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめることができるかをみる問題

▸漢字の書き取りの問題 ▸短歌の表現技法を選ぶ問題

２つの条件を満たすことに加えて、実際に話すように書けているものが正答となる。

満
ち
足
り
た
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９年生　数学

▸等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる問題

正答

y=-3x+1/2

▸一次関数の式とグラフの関係を理解しているかをみる

▸目的に応じて式を変形させ、その意味を読み取り、事柄が成り立つ理由を説明できるかをみる問題
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解答例

＝2(a+b+c)

a+b+cは○に入れた数の和であるから

2(a+b+c)は○に入れた整数の和の２倍
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▸与えられたデータから最頻値を求めることができるかをみる問題

正答　1.9
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⑦児童・生徒質問紙における平均回答率の国との比較

　・肯定的回答（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）の割合を比較
　・時間や頻度を回答する質問については、質問ごとに比較する割合を記載
　・経年で比較している質問項目のうち、「家で自分で計画を立てて勉強していますか」
　　「今住んでいる地域の行事に参加していますか」「１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」
　　の３項目については、令和６年度調査の質問項目から除外されている。
　・回答率の比較から見られる詳細や分析については、⑧にまとめて記載する。

0 20 40 60 80 100

算数の勉強は好きですか

国語の勉強は好きですか

１，２年生に受けた授業で、

PC・タブレットなどのICT機器を、

どの程度使用しましたか（週３回以上の割合）

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの

使い方について、家の人と約束したことを

守っていますか ※R6新設項目

普段、１日当たりどれくらいの時間、

テレビゲームをしますか

（２時間以上の割合） ※R6新設項目

学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくら

いの時間、PC・タブレットなどのICT機器を、

勉強のために使っていますか

（30分以上使用している割合）

将来の夢や目標を持っていますか

自分には、よいところがあると思いますか

いじめはどんな理由があっても

いけないことだと思いますか

学校の授業時間以外に、

普段、１日当たり３０分以上の勉強時間の割合

朝食を毎日食べる

６年生 児童質問紙調査 Ｒ６ 全国 R6 ６年生 R5 ６年生
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0 20 40 60 80 100

数学の勉強は好きですか

国語の勉強は好きですか

１，２年生に受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか

（週３回以上の割合）

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの

使い方について、家の人と約束したことを

守っていますか ※R6新設項目

普段、１日当たりどれくらいの時間、

テレビゲームをしますか

（２時間以上の割合） ※R6新設項目

学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくら

いの時間、PC・タブレットなどのICT機器を、

勉強のために使っていますか…

将来の夢や目標を持っていますか

自分には、よいところがあると思いますか

いじめはどんな理由があっても

いけないことだと思いますか

学校の授業時間以外に、

普段、１日当たり１時間以上の勉強時間の割合

朝食を毎日食べる

９年生 生徒質問紙調査
Ｒ６ 全国 R6 ９年生 R5 ９年生
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⑧　まとめ

【教科に関する調査】

　能勢町教育委員会および能勢ささゆり学園による分析内容を総合し、以下のようにまとめ、能勢の子
どもたちの学力課題の克服に向けて、授業改善等を推進する。

　数年来、知識・技能の定着の課題に取り組んでおり、今年度も同様の課題が見られた。経年で傾向を

見極め、詳細に分析する中で、学力課題の克服に向けた一つの仮説を立てた。

　それは、「定着・活用に課題があるものの、獲得をしていないわけではない」ということである。全

国学力・学習状況調査をはじめ、府、町で実施している各種学力調査において、学年や教科を問わず、

学習してから調査までの期間の長さが正答率に影響を与えているという傾向が見られた。例えば、９年

生国語では、短歌の表現技法（体言止め）を選ぶ問題で、全国平均と正答率に大きな開きがあったのに

対し、行書の特徴を選ぶ問題については全国平均を大きく上回っている。いずれも８年生の学習内容だ

が、短歌の表現技法は６月中旬、行書の特徴は１１月下旬に学習している。一般的には、体言止めを

知っている人の方が多く、簡単な問題だと感じるかもしれないが、今回の調査では逆転現象が起きてい

る。数学についても、記述式の設問のうち、全国平均を10ポイント以上上回った設問があった。出題内

容は「はこひげ図」の活用である。「はこひげ図」は８年生の2月ごろに学習した単元であり、４月当

初の調査では、新鮮な記憶として残っていたのだと考えられる。

　また児童生徒質問紙調査では、「算数（数学）の勉強は好きですか」という質問に対し、６年生、９

年生ともに、肯定的な回答をした子どもの割合が、全国を大きく上回っていた。算数や数学は、授業な

どで学習している中で「わかった」「できた」という感覚がなければ、「楽しい」「好き」につながり

づらい教科である。「算数（数学）の勉強はよくわかりますか」という質問についても、全国と遜色な

い数値となっている。つまり、授業のその瞬間において子どもは「できた」「わかった」という感覚を

得ていると考えられる。これまでの学力課題と向き合ってきた中で、教員はそれぞれに丁寧でわかりや

すい授業を心がけ、実践してきた。その成果として、その授業の、その瞬間には「知識」や「技能」を

獲得している子どもが多いのではないかと考えられる。ただし、「獲得」が「定着」につながらず、調

査本番にはその力が発揮できていないという点、もしくは、「獲得」しているものを、必要な場面で

「活用」できていない点こそが、克服すべき課題であると考えられる。

　「獲得」が「定着」につながらない要因として、長年の課題となっている学習習慣が挙げられる。

「知識・技能」を定着させるには、獲得したものを使う場面が必要である。日常生活や他の授業等で使

うだけでなく、予習・復習、テスト勉強、テスト後の見直しなども挙げられる。また、設問で問われて

いることに対して、自分の獲得している知識・技能を使えない状況、つまり「活用」に課題があるとい

う見方もできる。その要因としては、文字情報から出題の意図等を読み取るための語彙力とスタミナに

課題があると考えられる。いずれにしても、獲得した「知識・技能」を使う授業や単元の工夫が求めら

れるのである。

「獲得」と「定着」・「活用」から読み解く学力課題

具体的な方策

「知識・技能」の「活用」を意識した単元・授業の工夫および改善
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【児童生徒質問調査】

　教科に関する調査から「定着」や「活用」の課題が見られた一方で、質問紙調査からは、学校外での

学習時間について、６，９年生ともに、昨年度と比較して大幅に増加しており、全国と同等の回答結果

となっていることがわかった。この状況が続くことで、「定着」につながり、子どもの学力は伸びてい

くのかについて、継続的に注目していきたい。

　また、「将来の夢や目標はありますか」という項目についても高い肯定的回答率となった。学校が組

織的に地域と関わる行事や授業を展開しており、学校外の魅力的な大人に出会うことで、将来の自分の

姿をイメージでき、肯定的な印象をもつ子どもが増えたのではないだろうか。「人権教育・キャリア教

育の充実」についても、関連するあらゆる質問項目において、全国を上回る肯定的回答の状況が見られ

た。学校の組織的な集団づくり、キャリア教育の取組が、子どもが安心して学べる教室、学校を実現し

ていると考えられ、今後もさらなる充実をめざして取組を推進していく。

さらに、タブレット端末の活用についても全国を大きく上回る肯定的回答が見られた。家庭での学習時

間の増加とタブレット端末の活用については、つながっている面もある。質問項目４「学校の授業時間

以外に、普段、一日当たりどれぐらいの時間、ＰＣ，タブレットなどのＩＣＴ機器を、勉強のために

使っていますか」では、全国を上回る肯定的回答となっており、学校でのタブレット端末の活用が、自

宅でのＩＣＴ機器を使った学習につながり、それに伴い、家庭での学習時間が増加している。

しかし、家庭学習での活用については、それぞれの学年・学級・教科がより効果的な方法を模索してい

る段階でもあり、今の取組を磨くとともに、効果的な先行実践例等を積極的に取り入れていくことも進

めていきたい。

　また、ゲームやＳＮＳ、動画視聴でのスマホ等の使用時間も全国を大きく上回る。これに加え、スマ

ホ利用について「家の人と約束したことを守っていますか」という項目については、６年、９年ともに

全国を大きく下回っている。スマホの利用については、学習習慣への良い影響を期待する一方で、使用

を自制できる力を促す指導も継続して行う必要がある。

タブレット端末の活用と家庭学習時間の高まり

具体的な方策

人権教育の組織的な取組の継続

ICT機器を活用した効果的な実践の蓄積と共有
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